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児童数 ７７０名 (平成２５年１０月３０日現在) 

◇学校の教育目標◇ 

【地域を愛し、たくましく生き抜く子どもの育成】 

 

めざす児童像 

『か』考えるかしこい子 『す』素直でやさしい子 『が』がんばり抜くたくましい子 

 一  私は自分の夢と目標に向かって努力をします   

一 私はだれとでも進んで挨拶をします   

一 私は親、先生を敬い、感謝の心を持ちます   

一 私は学校や社会のルールを守り、自他の命を大切にします 
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「かすがっ子ワイワイまつり」がやってくる！ 
 １１月１６日（土）の「かすがっ子ワイワイまつり」（音楽発表会）が近づいてきまし 

た。毎日、校庭には子どもたちの元気な、或いはきれいな歌声が響いています。本番では、きっと 

生き生きと発表する子どもたちの姿をご覧いただけるものと思います。春日小学校の「実りの秋」 

を感じていただけたら嬉しいです。  

また、ワイワイまつり実行委員の方々をはじめとしたＰＴＡの皆さん方も、それぞれの準備に、 

連日頑張っていただいています。本当に有り難うございます。ワイワイまつり当日、子どもたちの、  

保護者の、そして地域の方々のたくさんの笑顔でいっぱいになることでしょう。  

 

 

 

 
  

 
 

  

 
 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 
 
 
 
 

 

学校だより 

 
                          

 かすがっ子ワイワイまつり 1１/１６（土） 

【午前の部】・・・音楽発表会（体育館） 

  ９：０５～ ９：５０・・・・５年・１年・３年発表  

  ９：５０～１０：１５・・・・クラブ活動発表（和太鼓、一輪車、バトン）  

 １０：１５～１１：００・・・・２年・４年・６年発表  

      ※１１：３０・・・・全学年下校（1,２年生で学校に残る児童は、教室へ迎えに来てください。）   

  

【午後の部】・・・バザー（１･２･３階教室、体育館、ふれ合い広場他） 

 １１：４０～     ・・・・ワイワイまつり開会式（校内放送）  

 １１：５０～１５：００・・・・各コーナー・販売 開始  

                （飲食コーナー・物品販売・手作り品販売・体験コーナー等） 

※多少の時間のずれが考えられますので、時間にはゆとりをもってお越しください。  

※保護者の皆様は、徒歩又は自転車で御来校ください。 

１９日（火）あいさつキャンペーン お話会（昼休み） 
２２日（金）読み聞かせ(3,4年) クラブ活動（３年見学）  
２３日（土）祝日 勤労感謝の日  
２４日（日）おやじの会親善ソフトボール大会  
２８日（木）なわとび名人オリンピック（2年）  
２９日（金）歯科保健指導（３年）読み聞かせ（5,6年） 

 
～１２月の主な予定～ 
５日（木）地域連携授業参観・懇談  

２４日（火）全校朝会（冬休み前最終登校日）  
※冬休み 12月25日（水）～１月７日（火） 

10/31～１日（金）6年修学旅行                              
３日（日）祝日 文化の日                            
４日（月）振替休日                              
５日（火）全校テレビ朝会 
６日（水）就学時健診   
７日（木）第3回実働組織部会  
８日（金）委員会活動 読み聞かせ（1，2年） 

１１日（月）ランチルーム給食（4年）～14日  
１５日（金）校内音楽発表会  
１６日（土）かすがっ子ワイワイまつり  
１８日（月）代休  
  
 
 
                                      

１１月の主な行事予定 

平成２５年度   笑顔いっぱい「お弁当の日」（１０／１６実施）  

  １０月１６日に、春日小学校で初めての「お弁当の日」を実施しました。発達段階や生活経験など

で、当然取り組み方に個人差はありましたが、保護者の皆様のご理解・ご協力で楽しい取組にするこ

とができました。自分なりにお弁当づくりに取り組むことで、いつも食事を作ってくれるお家の人へ

感謝の心が生まれたり、栄養のことを考えたりと、たくさんの成果があったと思います。本当にあり

がとうございました。  

 ただ、今回の取組を通して改善すべき課題も見えてきました。まずは、もっといろいろな機会を通

して、「お弁当の日」の意義を子どもたちや保護者の皆様に伝えていく必要があったということです。   

全ての子どもたちが、どんなお弁当であれ「ぼくが・わたしが作ったお弁当」と自信を持って当日を

迎えられるような「お弁当の日」にしていきたいと思います。  

 お忙しい中、保護者の皆様に書いていただいた「お家の人からの一言」をいくつかご紹介します。  

○メニューを好きなものだけでなく、野菜を取り入れるよう自分で工夫して  

いました。一緒に作っていると、横で自分ができそうなことは「ぼくがや  

る！」と、率先して手伝ってくれました。楽しかったです。（１年）  

○思っていたよりもずっと上手におかずを詰めることができていました。  

 次回は、一品だけでも自分で作らせてみたいです。（２年）  

○自分で作ってみて、苦戦しながらも上手にできあがってとても喜んでいま  

した。「お母さんはすごいね！」と大変さを感じてくれました。（３年）  

○正直、面倒だなと思ったのですが、とてもいい経験になりました。早起き  

 は大変みたいでしたが、一生懸命考えて作っていました。わたしよりも丁  

寧に、見た目もきれいに詰めていたのでびっくりです。（４年）  

○買い物から調理まで全て自分で頑張っていました。お母さんのお弁当まで  

一緒に作ってくれて、そのお弁当のお陰で一日頑張れました。また作ってほしいです（５年）  

○親より早起きして台所で作り始めていたのにはびっくりしました。一つ一つ丁寧な作業に感心しま

した。お父さんのお弁当も作ってくれて、喜ぶ顔が目に浮かびます。（６年） 
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